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ただいまから、都市高速鉄道、東日本旅客鉄道南武線、谷保駅から立川駅間の
連続立体交差化計画などの都市計画案及び環境影響評価書案
について説明いたします。
なお、都市計画の路線名は「東日本旅客鉃道南武線」ですが、本日の説明会で
は、JR南武線という言葉で統一して説明させていただきます。

都市高速鉄道東日本旅客鉃道南武線
（谷保駅～立川駅間）

都市計画案及び環境影響評価書案説明会

東 京 都
国 立 市
立 川 市
東 日 本 旅 客 鉃 道 株 式 会 社

• 連続立体交差化計画
• 関連する道路計画
• 環境影響評価のあらまし
• 交通広場計画



2

本日、説明する内容は、
JR南武線、谷保駅から立川駅間の連続立体交差化計画の
概要および都市計画案
側道などの関連する道路計画
都市計画の区域
施工方法の概要
環境影響評価書案のあらまし
今後の手続の流れ
各市のまちづくりについて
縦覧と意見書の提出について
となります。

1. 連続立体交差化計画
・概要 ・都市計画案

2. 関連する道路計画
・側道 ・交差道路

3. 都市計画の区域
4. 施工方法の概要
5. 環境影響評価書案のあらまし
6. 今後の手続の流れ
7. 各市のまちづくりについて

・国立市 ・立川市
8. 都市計画案及び環境影響評価書案の

縦覧と意見書の提出について

説明の概要
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はじめに、JR南武線、谷保駅から立川駅間の連続立体交差化計画について、説
明いたします。

連続立体交差化計画
－概要－
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こちらはJR南武線、谷保駅から立川駅間の平面図です。
図の右側が川崎方面、左側が立川駅となります。

計画区間内では、矢川通りや立川南通りなどと交差する、21か所の踏切があり、
このうち、例えば向郷踏切では、緊急車両の通行が妨げられる事象が発生して
います。

これらの踏切は、いずれも多くの自動車や歩行者等の通行を妨げ、地域の消防
活動や救急活動の支障となっているほか、踏切事故など、地域活動に大きな影
響を与えています。
こうした課題を解決するため、連続立体交差化を計画いたしました。
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※この地図は、東京都縮尺 1/2,500地形図を使用（7都市基交
第403号）して作成したものである。無断複製を禁ずる。この
地図の著作権は、東京都及び株式会社ミッドマップ東京に帰
属する。

（承認番号）7都市基街都第52号、令和7年5月12日
（承認番号）7都市基交都第13号、令和7年5月13日



次に、連続立体交差事業について、説明いたします。
連続立体交差事業とは、鉄道を一定区間連続して、高架化または地下化し、道
路と立体交差化することで、多数の踏切を除却する事業です。
この事業の実施により、地域の課題となっている、交通渋滞や踏切事故が解消
されます。
さらに、鉄道による地域分断が解消され、まちづくりが進められることで、沿
線地域の活性化が図られます。

交通渋滞の解消

踏切事故の解消

地域分断の解消

連続立体交差事業について

出典・東京都建設局HP
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続きまして、鉄道の構造形式について説明いたします。

鉄道の構造形式について
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今回、鉄道を連続立体交差化する方式として、高架方式と地下方式の２つの案
で検討いたしました。

高架方式 地下方式

鉄道の構造形式
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今回検討した、高架方式と地下方式の一般部と駅部の横断図については図に示
す通りです。

駅部一般部

高
架
方
式

地
下
方
式

高架方式と地下方式の横断図

鉄道付属街路
（側道）
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続きまして、高架方式の概要について、説明いたします。
計画区間を高架方式とする場合、谷保駅西側から高架化し、矢川駅と西国立駅
を高架化し、すでに立体化している立川通り付近で地表面に取り付ける計画と
なります。
これにより、17か所の踏切が除却されるとともに、国立３・４・14号線や立川
３・５・６号線など５か所の都市計画道路と立体交差化されます。
なお、滝の院踏切、坂下第一踏切は地表面から高架への移行区間となり、通行
するための高さが確保できないため、通行ができなくなります。

高架方式の概要
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※この地図は、東京都縮尺 1/2,500地形図を使用（7都市基交
第403号）して作成したものである。無断複製を禁ずる。この
地図の著作権は、東京都及び株式会社ミッドマップ東京に帰
属する。

（承認番号）7都市基街都第52号、令和7年5月12日
（承認番号）7都市基交都第13号、令和7年5月13日
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また、国立市域の坂下第二踏切、昇松踏切、立川市域の錦町踏切については、
地表面から高架への移行区間となるため、通行できる車両の高さに制限がかか
ります。

高架方式の概要
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続きまして、地下方式の概要について、説明いたします。
地下方式の場合、谷保駅西側から地下化し、矢川駅と西国立駅を地下化し、す
でに立体化している立川通り付近で地表面に取り付ける計画となります。
これにより、12か所の踏切が除却されるとともに、国立３・４・14号線や立川
３・５・６号線などの４か所の都市計画道路と立体交差化されます。

地下方式の概要
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地図の著作権は、東京都及び株式会社ミッドマップ東京に帰
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また、滝の院踏切、坂下第一、第二踏切、上野原第一、第二踏切、羽衣踏切、
錦町踏切の7か所の踏切部分は、
地表部分から地下部分への移行区間となり、堀割構造となるため、通行が出来
なくなります。

地下方式の概要
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これまで説明した高架方式、地下方式の２つの案について、地形的条件、計画
的条件、事業的条件の３つの条件から比較検討を行いました。
鉄道周辺の地形などの、地形的条件については、どちらの案も可能であり、差
はありません。
除却する踏切の数などの、計画的条件については、高架方式では、17か所の踏
切を除却できますが、２か所の踏切が通行出来なくなります。
一方、地下方式では、12か所の踏切を除却できますが、７か所の踏切の通行が
出来なくなることから、高架方式の方が優れています。
事業費や事業期間などの、事業的条件については、高架方式に比べて、地下方
式の方が事業費が高く、事業期間が⾧くなることから、高架方式の方が優れて
います。
これら３つの条件をもとに、総合的に判断した結果、高架方式を選定しました。

高架方式を選定

鉄道の構造形式の選定

地下方式高架方式
可能可能地形的条件

12か所の踏切を
除却

（７か所廃止）

17か所の踏切を
除却

（２か所廃止）
計画的条件

約1,820億円約960億円事業費事業的
条件 14年13年事業期間
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次に、比較の結果選定した高架方式による連続立体交差化計画の都市計画案に
ついて、説明いたします。

連続立体交差化計画
－都市計画案－
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はじめに、都市計画を定める区間について、説明いたします。
連続立体交差化計画の事業を予定している区間は、谷保駅付近から立川通り付
近までの、約3.7kmとなります。
都市高速鉄道として都市計画を定める区間は、この事業区間を含む、谷保駅付
近から立川駅までの、約4.2kmとなります。

立川駅

西国立駅

矢川駅

谷保駅

川崎方面

都市計画区間

都市計画区間 約4.2km

事業予定区間 約3.7km

※この地図は、東京都縮尺 1/2,500地形図を使用（7都市基交第403号）して作成したものである。無断複製を禁ずる。この地図の著作権は、東京都及び株式会社ミッドマップ東京に帰属する。
（承認番号）7都市基街都第52号、令和7年5月12日 （承認番号）7都市基交都第13号、令和7年5月13日
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続いて、標準横断図について、説明いたします。
これは、川崎方面から立川方面を見たものです。
一般部の高架構造物の地上からの高さは、約７ｍから12ｍ、都市計画の幅は約
11ｍとなります。
また、必要な箇所には高架構造物に沿って、側道の整備を計画しています。
取付部の高架構造物の地上からの高さは、最大で約７ｍ、都市計画の幅は約11
ｍとなります。
なお、構造物の高さ、都市計画の幅については、場所によって異なります。

標準横断図（一般部・取付部）

一般部 取付部

※構造物の高さ、都市計画の幅については、場所によって異なります
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こちらは、矢川駅部における横断図で、川崎方面から立川方面を見たものです。
高架構造物の地上からの高さは、約15ｍ、都市計画の幅は約19ｍとなります。
また、駅の北側にある交通広場は再整備を、南側には新たな交通広場の整備を
計画しています。

南
側

北
側

標準横断図（矢川駅）

上
り
線

下
り
線

約15m

交通広場

※構造物の高さ、都市計画の幅については、場所によって異なります

約19m

交通広場
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こちらは、西国立駅部における横断図で、川崎方面から立川方面を見たもので
す。
現在の西国立駅は、地表にホーム２面、線路２線となっています。これを、
ホーム１面、線路２線の構造に変更いたします。
高架構造物の地上からの高さは、約14ｍ、都市計画の幅は約19ｍとなります。
また、駅の西側に交通広場の整備を計画しています。

標準横断図（西国立駅）

西
側

東
側

上
り
線

下
り
線

約14m

交通広場

※構造物の高さ、都市計画の幅については、場所によって異なります

約19m
鉄道付属街路

（側道）



次に、保守基地の立体化について説明いたします。
現在、西国立駅付近には、レール等の軌道整備や、電気設備の検査等を行う、
保守用車両を留置するための保守基地があります。
保守基地を現状のまま地上に残すと、立体化した鉄道本線との連絡線等が必要
となるため、本線とあわせて立体化する必要があります。
周辺地域の状況を勘案し、立川市立立川第三中学校の西側へ移設する計画とし
ております。
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保守基地立体化の概要

立川市立
立川第三中学校

現保守基地
（西国立駅）

保守基地

※この地図は、東京都縮尺 1/2,500地形図を使用（7都市基交第403号）して作成したものである。無断複製を禁ずる。この地図の著作権は、東京都及び株式会社ミッドマップ東京に帰属する。
（承認番号）7都市基街都第52号、令和7年5月12日 （承認番号）7都市基交都第13号、令和7年5月13日



こちらは、川崎方面から見た保守基地の標準横断図です。
保守基地の地上からの高さは、約14ｍ、都市計画の幅は約19ｍとなります。
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保守基地立体化の概要

西
側

東
側

約19m

上
り
線

下
り
線

約14m
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続きまして、鉄道付属街路（側道）などの関連する道路計画について、説明い
たします。

関連する道路計画
（鉄道付属街路）【側道】
（立川都市計画道路３・４・８号立川駅国立線）
（立川都市計画道路３・５・６号国立昭島線）
（国立都市計画道路３・４・14号国立砂川線）



今回の連続立体交差化にあわせて、必要な箇所には、鉄道の高架構造物に沿っ
て側道を整備いたします。
側道は、鉄道の高架化に伴う日影の影響など、環境に与える影響を緩和すると
ともに、駅へのアクセスの向上・避難経路の確保など、地域の利便性や、防災
性を高めることを目的とするものです。
なお側道は、都市高速鉄道付属街路として、都市計画を定めていきます。

22

鉄道付属街路
（側道）

側道（標準断面図）

日影など環境に与える影響の緩和

地域の利便性向上



こちらは、側道の整備事例を示した写真です。
なお、本計画における側道の詳細は、今後検討してまいります。
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JR中央線 JR南武線

側道の整備事例

武蔵境ぽっぽ公園付近 矢野口駅西自転車駐車場付近



画面の青色で示した箇所が、今回計画する側道となります。
今回、鉄道の高架構造物に沿って、８か所の側道を計画しています。
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※この地図は、東京都縮尺 1/2,500地形図を使用（7都市基交第403号）して作成したものである。無断複製を禁ずる。この地図の著作権は、東京都及び株式会社ミッドマップ東京に帰属する。
（承認番号）7都市基街都第52号、令和7年5月12日 （承認番号）7都市基交都第13号、令和7年5月13日

側道及び交差道路

西国立駅立川駅

矢川駅

谷保駅

川崎方面
側道



また、交差道路については、
画面の黄色で示した立川３・４・８号線とJR南武線の交差部付近、
画面の緑色で示した立川３・５・６号線とJR南武線の交差部付近を、
今回の連続立体交差化にあわせて、都市計画を変更いたします。

それぞれの位置や都市計画の変更内容については、のちほど、説明いたします。

画面のピンク色で示した国立３・４・14号線は、都市計画変更は行わない予定
ですが、
今回の連続立体交差化にあわせて、JR南武線の交差部付近から甲州街道まで整
備してまいります。
なお、
甲州街道から南側の区間は、整備時期を検討してまいります。

また、
画面の水色で示した国立３・３・15号線及び国立３・４・５号線とJR南武線の
交差部付近は、
今回の連続立体交差化にあわせて、都市計画変更を予定しておりますが、詳細
につきましては10月16日及び19日に別途開催予定の説明会にて説明いたします。
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※この地図は、東京都縮尺 1/2,500地形図を使用（7都市基交第403号）して作成したものである。無断複製を禁ずる。この地図の著作権は、東京都及び株式会社ミッドマップ東京に帰属する。
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側道及び交差道路

西国立駅立川駅

矢川駅

谷保駅

川崎方面

立３・５・６

立３・４・８

国立３・４・５

国立３・３・15

国立３・４・14
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次に、連続立体交差化計画等により、新たに定める都市計画の区域について、
説明いたします。

都市計画の区域について
（連続立体交差化計画・鉄道付属街路）
（立川都市計画道路３・４・８号立川駅国立線）
（立川都市計画道路３・５・６号国立昭島線）
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まず、起点側である国立市域から説明いたします。

こちらは、谷保駅付近から国立市役所付近までの都市計画の区域を拡大したも
のです。
ピンク色の部分は、都市高速鉄道の都市計画を定める区域であり、青色の部分
は、鉄道付属街路の都市計画を定める区域です。
第１号線は、延⾧が約590ｍ、幅員が約6ｍから13mとなります。

都市計画の区域

谷保駅

鉄道付属街路（国鉄南付１）
延⾧:約590m 幅員:約6～13m

川崎方面立川方面

:都市高速鉄道
:鉄道付属街路（側道）凡例

国立市役所

※この地図は、東京都縮尺 1/2,500地形図を使用（7都市基交第403号）して作成したものである。無断複製を禁ずる。この地図の著作権は、東京都及び株式会社ミッドマップ東京に帰属する。
（承認番号）7都市基街都第52号、令和7年5月12日 （承認番号）7都市基交都第13号、令和7年5月13日
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続いて、国立市役所付近から矢川駅付近までの都市計画の区域を拡大したもの
です。
第２号線は、延⾧が約660m、幅員が約6mから9mとなります。

都市計画の区域

矢川駅

鉄道付属街路（国鉄南付２）
延⾧:約660m 幅員:約6～9m

川崎方面立川方面 :都市高速鉄道
:鉄道付属街路（側道）凡例

国立市役所

※この地図は、東京都縮尺 1/2,500地形図を使用（7都市基交第403号）して作成したものである。無断複製を禁ずる。この地図の著作権は、東京都及び株式会社ミッドマップ東京に帰属する。
（承認番号）7都市基街都第52号、令和7年5月12日 （承認番号）7都市基交都第13号、令和7年5月13日
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続いて、 矢川駅付近から矢川団地付近までの都市計画の区域を拡大したもので
す。
画面右側から、
第３号線は、延⾧が約220m、幅員が約6mから16m、
第４号線は、延⾧が約210m、幅員が約8m、
第５号線は、延⾧が約120ｍ、幅員が約8mとなります。

都市計画の区域

矢川駅

鉄道付属街路（国鉄南付３）
延⾧:約220m 幅員:約6～16m

鉄道付属街路（国鉄南付４）
延⾧:約210m 幅員:約8m

鉄道付属街路（国鉄南付５）
延⾧:約120m 幅員:約8m

川崎方面立川方面

:都市高速鉄道
:鉄道付属街路（側道）凡例

矢川団地

※この地図は、東京都縮尺 1/2,500地形図を使用（7都市基交第403号）して作成したものである。無断複製を禁ずる。この地図の著作権は、東京都及び株式会社ミッドマップ東京に帰属する。
（承認番号）7都市基街都第52号、令和7年5月12日 （承認番号）7都市基交都第13号、令和7年5月13日
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続いて、立川市域の都市計画区域を説明いたします。
こちらは矢川団地付近から西国立駅付近までの都市計画の区域を拡大したもの
です。
第１号線は、延⾧が約410m、幅員が約6mとなります。

西国立駅

鉄道付属街路（立鉄南付１）
延⾧:約410m 幅員:約6m

川崎方面

立川方面

:都市高速鉄道
:鉄道付属街路（側道）凡例

矢川団地

都市計画の区域

※この地図は、東京都縮尺 1/2,500地形図を使用（7都市基交第403号）して作成したものである。無断複製を禁ずる。この地図の著作権は、東京都及び株式会社ミッドマップ東京に帰属する。
（承認番号）7都市基街都第52号、令和7年5月12日 （承認番号）7都市基交都第13号、令和7年5月13日



31

続いて、西国立駅付近から立川駅付近までの都市計画の区域を拡大したもので
す。
画面右側から、
第２号線は、延⾧が約460m、幅員が約6m、
第３号線は、延⾧が約210m、幅員が約6mとなります。

都市計画の区域

西国立駅

立川駅

鉄道付属街路（立鉄南付２）
延⾧:約460m 幅員:約6m

鉄道付属街路（立鉄南付３）
延⾧:約210m 幅員:約6m

川崎方面

:都市高速鉄道
:鉄道付属街路（側道）凡例

※この地図は、東京都縮尺 1/2,500地形図を使用（7都市基交第403号）して作成したものである。無断複製を禁ずる。この地図の著作権は、東京都及び株式会社ミッドマップ東京に帰属する。
（承認番号）7都市基街都第52号、令和7年5月12日 （承認番号）7都市基交都第13号、令和7年5月13日



32

続いて、 交差道路の都市計画変更について、説明いたします。
●こちらは、立川３・４・８号線の都市計画変更の区域です。
立川３・４・８号線とJR南武線の交差部付近は、今回の連続立体交差化にあわ
せて、立体構造から平面構造に変更いたします。
●これに伴い、幅員が20.5ｍの区間については16ｍに変更いたします。
なお、車線の数を2車線に決定します。
●こちらは、立川３・５・６号線の都市計画変更の区域です。
立川３・５・６号線とＪＲ南武線の交差部付近は、今回の連続立体交差化にあ
わせて、立体構造から平面構造に変更いたします。
●これに伴い、前後区間に合わせて、幅員を13.5mから22mに変更いたします。
なお、車線の数を２車線に決定します。

都市計画区域の詳細な位置については、今後、測量調査を行うこと
により明らかにしてまいります。

都市計画の区域

立川都市計画道路３・４・８号立川駅国立線
延⾧:約400m 幅員:20.5m→16m

※この地図は、東京都縮尺 1/2,500地形図を使用（7都市基交第403号）して作成したものである。無断複製を禁ずる。この地図の著作権は、東京都及び株式会社ミッドマップ東京に帰属する。
（承認番号）7都市基街都第52号、令和7年5月12日 （承認番号）7都市基交都第13号、令和7年5月13日

立川都市計画道路
３・５・６号立川昭島線

幅員:13.5m→22m

川崎方面立川方面

:都市高速鉄道
:鉄道付属街路（側道）凡例
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次に、施工方法の概要について、説明いたします。

施工方法の概要
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代表的な施工方法を説明いたします。
まず、現在の線路の北側に、側道の用地を取得させていただくとともに、それ
以外の一部の区間で借地をさせていただき、

鉄道構造物等の施工方法

用地の取得又は借地

現
在
上
り
線

現
在
下
り
線

仮線
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これらの用地を活用して、鉄道の仮線を敷設します。
なお、先ほど説明した保守基地につきましても、一部区間で借地をさせていた
だき、仮設いたします。

鉄道構造物等の施工方法

仮
上
り
線

仮
下
り
線

仮線
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仮線を敷設した後、現在の線路を順次、仮線に切り替え、
空いた用地に下り線の鉄道構造物を築造し、下り線を高架に切り替えます。

鉄道構造物等の施工方法

仮
上
り
線

仮
下
り
線

仮線
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その後、上り線の鉄道構造物を築造し、上り線を高架に切り替え、立体化が完
了します。

鉄道構造物等の施工方法

下
り
線

仮
上
り
線

仮線
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最後に、仮線を撤去し、用地を取得させていただいた区間に側道を整備します。
なお、借地させていただいた用地につきましては、工事完了後に地権者の方に
お返しいたします。
詳細な範囲は今後検討を進めていき、明らかにしてまいります。

鉄道構造物等の施工方法

下
り
線

上
り
線

鉄道付属街路
（側道）



次に、付替道路について説明いたします。
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付替道路

西
側

東
側

上
り
線

下
り
線

既存道路



付替道路は、鉄道構造物の用地を確保した際、既存道路の機能が阻害された場
合に、
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上
り
線

下
り
線

既存道路の機能が阻害

付替道路

西
側

東
側

既存道路



その道路機能を確保するため、整備するものです。
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上
り
線

下
り
線

付替道路

西
側

東
側

付替道路を
整備

既存道路の機能確保



次にJR南武線、谷保駅～立川駅間の連続立体交差事業が、周辺環境に及ぼす影
響について、調査・予測・評価をした、環境影響評価書案のあらましを説明い
たします。
なお、今回の計画は、東京都環境影響評価条例の対象となりますので、この条
例に基づいた手続を進めています。

環境影響評価書案の
あらまし

（JR南武線連続立体交差事業）
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まず、環境影響評価書案の作成手順について、説明いたします。
今回の事業計画案の内容から、環境に影響を及ぼすおそれのある
環境影響要因を抽出し、地域の概況を踏まえ、
環境影響評価の項目を選定しました。
この選定した項目毎に
調査などの手法を記載した、
調査計画書を作成し、令和５年８月に東京都知事に提出しました。
この調査計画書に対する都民の皆様の意見書や、国立市⾧、立川市⾧の意見、
さらに東京都知事の審査意見書などを踏まえ、調査方法などについて修正を加
えた上で、
現況調査や、予測、評価を行い、
環境影響評価書案を作成しました。

環
境
影
響
評
価
書
案
の
作
成

評

価

予

測

現

況

調
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調
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計
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書
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定
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の
項
目
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要
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の
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出
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案
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成

事
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案
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調

査

計

画

書

現

況

調

査

予

測

評

価

環境保全に
関する計画等

地域の概況の
把握

都民の意見書
区市町村⾧の意見
知事の審査意見書

評価の指標
都民の意見書
区市町村⾧の意見
知事の審査意見書

環境保全のための
措置の検討

環境影響評価書案の作成手順

令和５年
８月提出
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それでは、環境影響評価書案の内容について、説明いたします。

環境影響評価の項目は、対象事業の内容から環境影響要因を抽出し、地域の概
況を考慮して、
騒音・振動、日影、電波障害、景観、史跡・文化財、自然との触れ合い活動の
場、廃棄物の７項目を選定しました。

これらの項目について、現況調査を実施した上で、工事の施行中あるいは、工
事の完了後に周辺環境に及ぼす影響を、予測・評価いたしました。

次に、この内容について、選定した項目ごとに説明いたします。

環境影響評価書案の項目の選定
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まず、「騒音・振動」について、説明いたします
「騒音・振動」は、工事の施行中及び工事の完了後を対象に、予測・評価を行
いました。

騒音・振動

45
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騒音のめやす

これからご説明します騒音については、音の大きさを表すデシベルという単位
を用います。
画面の表は、身近にある騒音の例を表したものです。
例えば、新幹線の車内の音は、70デシベル程度になります。



振動のめやす

また、振動についても、振動の大きさを表すデシベルという単位を用います。
画面の表は、身近にある振動の例を表したものです。
例えば、戸や障子がわずかに動く振動は、70デシベル程度になります。
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工事の施行中における、建設機械の稼働に伴う建設作業の騒音・振動について、
説明いたします。

工事の施行中

●建設作業騒音

●建設作業振動
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建設機械の稼働に伴う建設作業騒音の予測値は、67デシベルから80デシベルで
あり、評価の指標である「騒音規制法」または「都民の健康と安全を確保する
環境に関する条例」で定める基準値を同等または下回ります。

単位:dB（デシベ
ル）

基準値
・騒音規制法
・都民の健康と安全を確保する

環境に関する条例

建設作業騒音の予測・評価の結果
単位：dB（デシベル）
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建設機械の稼働に伴う建設作業振動の予測値は、47デシベルから70デシベルで
あり、評価の指標である「都民の健康と安全を確保する環境に関する条例」で
定める基準値と同等又は下回ります。

単位：dB（デシベル）

建設作業振動の予測・評価の結果

基準値
・都民の健康と安全を確保する

環境に関する条例

単位：dB（デシベル）
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次に、工事の施行中における、列車の走行に伴う鉄道の騒音・振動について、
説明いたします。

工事の施行中

●鉄道騒音

●鉄道振動
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工事の施行中における、鉄道の騒音・振動の予測・評価地点は、●画面に示す、
５地点を選定しました。

立川駅

西国立駅

矢川駅

谷保駅

川崎方面

鉄道騒音・鉄道振動の予測・評価地点

※この地図は、東京都縮尺 1/2,500地形図を使用（7都市基交第403号）して作成したものである。無断複製を禁ずる。この地図の著作権は、東京都及び株式会社ミッドマップ東京に帰属する。
（承認番号）7都市基街都第52号、令和7年5月12日 （承認番号）7都市基交都第13号、令和7年5月13日

工事の施行中

:予測・評価地点
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工事の施行中における、仮線区間の鉄道騒音の予測値は、昼間53デシベルから
56デシベル、夜間48デシベルから51デシベルであり、現況値を下回ります。

単位:dB（デシベ
ル）

鉄道騒音の予測・評価の結果
単位：dB（デシベル）
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工事の施行中における、仮線区間の鉄道振動の予測値は、60デシベルから74デ
シベルであり、現況値を上回りますが、環境保全のための措置を適切に実施し、
鉄道振動の低減に努めます。

単位：dB（デシベル）

鉄道振動の予測・評価の結果
単位：dB（デシベル）
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工事の施行中における、騒音・振動に関する環境保全のための措置として、
敷地境界付近には仮囲いを設置します。
最新の技術や低騒音・低振動の建設機械等を積極的に導入するなど、騒音・振
動の低減に努めていきます。
また、継ぎ目の少ないロングレールを採用します。

55

環境保全のための措置
工事の施行中

・仮囲いの設置

・最新の技術や低騒音・
低振動の建設機械等の
積極的な導入

・ロングレールの採用



建設機械の配置等に配慮し、作業が１か所に集中しないよう工事工程の調整に
努めます。
工事の実施者に対しては、法令の遵守等、公害防止の観点から騒音及び振動防
止に関する教育の徹底を図ります。

56

環境保全のための措置
工事の施行中

・建設機械の配置等に配慮し、
作業が１か所に集中しないよ
う工事工程の調整に努める

・工事の実施者に対しては、法
令の遵守等、公害防止の観点
から騒音及び振動防止に関す
る教育の徹底を図るなど



次に、工事の完了後における、列車の走行に伴う鉄道の騒音・振動について、
説明いたします。

工事の完了後

●鉄道騒音

●鉄道振動
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工事の完了後における、鉄道の騒音・振動の予測・評価地点は、
画面に示す、８地点を選定しました。

立川駅

西国立駅

矢川駅

谷保駅

川崎方面

鉄道騒音・鉄道振動の予測・評価地点

※この地図は、東京都縮尺 1/2,500地形図を使用（7都市基交第403号）して作成したものである。無断複製を禁ずる。この地図の著作権は、東京都及び株式会社ミッドマップ東京に帰属する。
（承認番号）7都市基街都第52号、令和7年5月12日 （承認番号）7都市基交都第13号、令和7年5月13日

工事の完了後

:予測・評価地点
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工事の完了後における、鉄道騒音の予測値は、昼間49デシベルから53デシベル、
夜間44デシベルから49デシベルとなり、いずれの地点においても、現況値を下
回ります。

鉄道騒音の予測・評価の結果
工事の完了後

単位：dB（デシベル）

59



次に、工事の完了後における、鉄道振動の予測値は、42デシベルから52デシベ
ルとなり、いずれの地点においても、おおむね現況値と同等または下回ります。

鉄道振動の予測・評価の結果
工事の完了後

単位：dB（デシベル）
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工事の完了後における、騒音・振動に関する環境保全のための措置として、
継ぎ目の少ないロングレールを採用するとともに、
弾性バラスト軌道を採用します。
また、防音壁を設置します。
さらに、車両や軌道の検査、保守作業を十分に実施するなど、鉄道の騒音・振
動の低減に努めていきます。

環境保全のための措置
工事の完了後

・ロングレールの採用
・弾性バラスト軌道の採用
・防音壁の設置
・車両や軌道の検査、
保守作業の十分な実施など

防音壁

ロングレール

消音バラスト

弾性材
弾性バラスト軌道

レールの重量化
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次に、工事の完了後における、日影の影響について、説明いたします。

日 影
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工事の完了後において、建築基準法などの規制時間を超える日影は生じないこ
とが予測されます。

建築基準法などの規制時間を超える日影は生じません

日影の予測・評価の結果

側道
（鉄道付属街路等）
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日影に関する環境保全のための措置として、
事業の実施に伴う日影の影響を可能な限り回避又は低減するため、鉄道施設の
構造及び高さに配慮します。
また、鉄道施設の沿線の一部区間に側道を設け、日影の影響を可能な限り回避
します。

環境保全のための措置

・日影の影響を可能な限り回避又は低減するため、
鉄道施設の構造及び高さに配慮

・日影の影響を可能な限り回避するため、
鉄道施設の沿線の一部区間に側道を設置
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次に、工事の完了後における、電波障害について、説明いたします。

電波障害
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地上デジタル放送の受信障害は、東京スカイツリー広域局及び東京スカイツ
リーMXテレビでは事業区間の西側に沿った一部の地域、永山中継局では事業区
間の北側に沿った一部の地域で生じると予測されます。

電波障害の予測・評価の結果

立川駅

西国立駅

矢川駅

谷保駅

川崎方面

※この地図は、東京都縮尺 1/2,500地形図を使用（7都市基交第403号）して作成したものである。無断複製を禁ずる。この地図の著作権は、東京都及び株式会社ミッドマップ東京に帰属する。
（承認番号）7都市基街都第52号、令和7年5月12日 （承認番号）7都市基交都第13号、令和7年5月13日

地上デジタル放送

:遮蔽障害予測範囲 東京スカイツリー（広域局）
:遮蔽障害予測範囲 東京スカイツリー（MXTV）
:遮蔽障害予測範囲 永山中継局
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衛星放送では事業区間の北側に沿った一部の地域で生じると予測されます。

電波障害の予測・評価の結果

立川駅

西国立駅

矢川駅

谷保駅

川崎方面

※この地図は、東京都縮尺 1/2,500地形図を使用（7都市基交第403号）して作成したものである。無断複製を禁ずる。この地図の著作権は、東京都及び株式会社ミッドマップ東京に帰属する。
（承認番号）7都市基街都第52号、令和7年5月12日 （承認番号）7都市基交都第13号、令和7年5月13日

衛星放送

:遮蔽障害予測範囲
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電波障害に関する環境保全のための措置として、テレビ電波障害が発生した場
合には、適切な電波受信対策を講じます。

環境保全のための措置
•テレビ電波障害が発生した場合には、適切な電
波受信対策を講じます
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次に、工事の完了後における、景観への影響について、説明いたします。

景 観
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景観については、代表的な眺望地点として、
鉄道施設が容易に見通せる場所など７地点を選定し、フォトモンタージュを作
成して、工事の完了後の眺望の変化の程度を予測・評価しました。
本日の説明会では、このうち赤色で示した４地点について、説明いたします。

景観の予測・評価地点

立川駅

西国立駅

矢川駅

谷保駅

川崎方面

※この地図は、東京都縮尺 1/2,500地形図を使用（7都市基交第403号）して作成したものである。無断複製を禁ずる。この地図の著作権は、東京都及び株式会社ミッドマップ東京に帰属する。
（承認番号）7都市基街都第52号、令和7年5月12日 （承認番号）7都市基交都第13号、令和7年5月13日

:眺望地点
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こちらは、羽衣踏切付近における眺望で、道路沿いには住宅等が見られます。
将来は、地上の線路が、高架橋に変化することで、この地点からの眺望が変化
します。

現況現況 将来(イメージ）将来(イメージ）

景観の予測・評価の結果
羽衣踏切付近における眺望
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こちらは、国立市役所前踏切付近における眺望で、JR南武線の地平構造が見ら
れます。
将来は、地上の線路が、高架橋に変化することで、この地点からの眺望が変化
するものの、いずれも、高架下から後背地の状況が視認可能なことなどから、
眺望の変化に著しい影響はないものと予測されます。

景観の予測・評価の結果
国立市役所前踏切付近における眺望

現況現況 将来(イメージ）将来(イメージ）
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こちらは、西国立駅付近における眺望で、西国立駅の駅施設、その後方には集
合住宅等が見られます。
将来は、既存の駅施設が撤去され、新たに高架化された駅舎が出現します。

景観の予測・評価の結果
西国立駅付近における眺望

現況現況 将来(イメージ）将来(イメージ）
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こちらは、矢川駅付近における眺望で、矢川駅の駅施設やJR南武線の地平構造
が見られ、線路・道路沿いには住宅等が見られます。
将来は、既存の駅施設が撤去され、新たに高架化された駅舎が出現しますが、
いずれも、周辺の建物を大きく超える高さでないことから、周辺の建物の高さ
と調和したまとまりのある駅前の街並み景観になるものと予測されます。

景観の予測・評価の結果
矢川駅付近における眺望

現況現況 将来(イメージ）将来(イメージ）
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景観に関する環境保全のための措置として、駅舎については、周辺環境や地域
景観と調和するようデザイン、色彩等に配慮するとともに、駅舎の形状や意匠
等は、地域の景観づくりに寄与するよう配慮します。

環境保全のための措置
•駅舎については、周辺環境や地域景観と調和す
るようデザイン、色彩等に配慮

•駅舎の形状や意匠等は、地域の景観づくりに寄
与するよう配慮
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次に、工事の完了後における、史跡・文化財への影響について、説明いたしま
す。

史跡・文化財
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オレンジ色の丸は事業区間周辺における、周知の指定・登録文化財です。
事業の実施に伴う、周知の文化財への直接的な改変はありません。

:指定・登録文化財

史跡・文化財の予測・評価の結果

※この地図は、東京都縮尺 1/2,500地形図を使用（7都市基交第403号）して作成したものである。無断複製を禁ずる。この地図の著作権は、東京都及び株式会社ミッドマップ東京に帰属する。
（承認番号）7都市基街都第52号、令和7年5月12日 （承認番号）7都市基交都第13号、令和7年5月13日
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ピンク色の範囲は、事業区間内の埋蔵文化財包蔵地です。
周知の埋蔵文化財包蔵地については、事業の実施に伴い一部改変されますが、
「文化財保護法」に基づき、あらかじめ関係機関と協議し、必要な措置を講じ
ます。

:埋蔵文化財包蔵地

史跡・文化財の予測・評価の結果

※この地図は、東京都縮尺 1/2,500地形図を使用（7都市基交第403号）して作成したものである。無断複製を禁ずる。この地図の著作権は、東京都及び株式会社ミッドマップ東京に帰属する。
（承認番号）7都市基街都第52号、令和7年5月12日 （承認番号）7都市基交都第13号、令和7年5月13日
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史跡・文化財に関する環境保全のための措置として、あらかじめ関係機関と協
議し、必要な措置を講じます。
また、掘削工事区間において新たに埋蔵文化財が確認された場合には、関係機
関と協議し、適切な保全に努めます。

環境保全のための措置
•周知の埋蔵文化財包蔵地において、あらかじめ
関係機関と協議し、必要な措置を講じます

•新たに埋蔵文化財が確認された場合には、「文
化財保護法」等に基づき遅滞なく関係機関と協
議し、適切な保全に努めます
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次に、工事の施行中における、自然との触れ合い活動の場への影響について、
説明いたします。

自然との触れ合い活動の場
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周辺の散歩道及び散策路と、想定される仮線の一部が重なりますが、迂回路の
設置などの措置を講じることで、著しい影響は生じないと予測されます。

81

自然との触れ合い活動の場の予測・評価の結果

•周辺の散歩道及び散策路と仮線の一部等が重な
ることから、工事の施行に伴い影響が考えられ
るが、必要な措置を講じることで、著しい影響
は生じない



環境保全のための措置として、工事用車両の出入口付近に交通誘導員を配置す
るなどの措置を講じることで、歩行者や自転車の移動阻害を防ぎます。工事
用車両の運行に当たっては、制限速度を守り、安全運転を徹底します。

82

環境保全のための措置

•工事用車両の出入口付近に交通誘導員を配置
する等の措置の実施

•工事用車両の運行は、
制限速度を守り、
安全運転の徹底



最後に、工事の施行に伴い発生する廃棄物が周辺環境に及ぼす影響について、
説明いたします。

廃棄物
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既存構造物の撤去及び建設工事に伴い発生する建設廃棄物、建設発生土及び建
設泥土については、「東京都建設リサイクル推進計画」に定める東京都関連工
事の目標値を達成するよう、再資源化などを行います。
また、再資源化や有効利用が困難なものについては、関係法令を遵守し、適正
に処理します。

廃棄物の予測・評価の結果

有効利用・再利用及び再資源化に努めます

コンクリート塊・鉄骨 レール・マクラギ 建設発生土
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廃棄物に関する環境保全のための措置として、
レール、マクラギ、鉄骨及びコンクリート等は再利用及び再資源化に努めてい
きます。
また、建設発生土については、場外に搬出する総量の削減に努めるなど、場内
で有効利用を行います。
建設泥土については、縮減、再資源化に努めていきます。

環境保全のための措置
•レール、マクラギ、鉄骨及びコンクリート等は
再利用及び再資源化に努めます

•建設発生土は、事業区間内での再利用に努め、
場外に搬出する総量の削減に努めるなど、有効
利用を行います

•建設泥土は、縮減、
再資源化に努めます
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このように、本事業においては、
選定された項目に対して、それぞれ環境保全のための措置を実施することによ
り、周辺環境に与える影響は小さいと予測されます。
なお、
工事の施行中および工事の完了後には、東京都環境影響評価条例に基づく事後
調査を実施いたします。

環境影響評価書案のあらましの内容についての説明は以上です。

環境影響評価書案のまとめ

•選定された項目に対して、
環境保全のための措置を実施することにより、
周辺環境に与える影響は小さいと予測されます

•工事の施行中及び完了後には、
事後調査を実施します

86



87

次に、連続立体交差化計画等に関する、今後の手続の流れについて、説明いた
します。

今後の手続の流れ
（連続立体交差化計画等）
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工事着手に向けては、今回の計画を都市計画決定することが必要となります。

都市計画決定に至るまでには、大きく二つの流れがあります。
ひとつは、画面左側の都市計画手続の流れ、
もうひとつは、画面右側の環境影響評価手続の流れになります。

このふたつの手続の流れのあと、
工事着手までの流れがあります。
令和５年８月に、
都市計画の素案を皆様にお示ししましたが、
本日の説明会は、このスライドの赤く塗られている部分になります。

今後の手続の流れ

関係区市町村
の住民及び利
害関係人等の
意見書

都民等の
意見書

都民等の
意見書

同時開催

都市計画素案の説明会

都市計画案の作成

工事着手

調査計画書の作成

環境影響評価書案の説明会

環境影響評価書案の作成

都市計画事業認可

都市計画案の説明会

用地測量等説明会

用地補償説明会
工事説明会

都市計画審議会

都民の意見を聴く会

都市計画決定

環境影響評価書の作成

環境影響評価書の提出

都
市
計
画
手
続
の
流
れ

環
境
影
響
評
価
手
続
の
流
れ

評価書案に係る見解書の作成

（令和５年８月開催）

（令和７年９月提出）

（令和５年８月提出）

（連続立体交差化計画等）

工
事
着
手

ま
で
の
流
れ
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まず、都市計画の手続について、説明いたします。

本日、ご説明しました連続立体交差化計画などの都市計画案は、
現在、市役所や都庁においてご覧いただけます。

また、都市計画案に対し、ご意見のある方は、意見書を提出することができま
す。

その後、都市計画審議会において審議を行い、その議決を経て、都市計画決定
が行われます。

都市計画素案の説明会

都市計画案の作成

都市計画審議会

都市計画決定

都市計画案の説明会

関係区市町村の住民及
び利害関係人の意見書

環境影響
評価書案
の説明会

同時開催

環境影響
評価書提出

都市計画手続の流れ
（令和５年８月開催）

（連続立体交差化計画・鉄道付属街路）
（立川都市計画道路３・４・８号立川駅国立線）
（立川都市計画道路３・５・６号国立昭島線）
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次に、環境影響評価の手続について、説明いたします。

これまでご説明した計画のうち、連続立体交差事業が、東京都環境影響評価条
例の対象となり、
条例に基づく手続を行います。

本日、ご説明しました環境影響評価書案は、現在、市役所や都庁においてご覧
いただけます。

また、環境影響評価書案に対し、ご意見のある方は、意見書を提出することが
できます。

そのご意見などを踏まえて、評価書案に係る見解書及び環境影響評価書を作成
し、提出します。
提出した環境影響評価書は、都市計画審議会において、先ほどの都市計画案を
審議する際の参考資料とされます。

環境影響評価手続の流れ
調査計画書の提出

環境影響評価書案の説明会

環境影響評価書案の作成

評価書案に係る見解書作成

都民等の意見書

環境影響評価書の作成

同時開催都市計画案
の説明会

都市計画
審議会

都民の意見を聴く会

環境影響評価書の提出

都民等の意見書

（令和５年８月提出）

（令和７年９月提出）

（連続立体交差事業）
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以上の手続が完了したのち、
用地測量等説明会を行い、
都市計画事業として、事業認可を取得します。

その後、
用地補償説明会、
工事説明会を行い、

工事に着手します。

今後の手続の進捗により前後する可能性はありますが、都市計画決定は令和８
年度、
事業認可は令和10年度を予定しております。

また、具体的な用地補償のお話は、用地補償説明会以降にさせていただきます。

都市計画審議会

工事着手

都市計画事業認可

用地測量等説明会

用地補償説明会

工事説明会

環境影響評価書の提出

都市計画決定

工事着手までの流れ（連続立体交差化計画等）
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次に、各市のまちづくりについて、説明いたします。

各市のまちづくり
について



はじめに、国立市の矢川駅交通広場計画について説明いたします。
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矢川駅南口駅前広場（交通広場※）等の
都市計画案について

（国立都市計画道路７・４・１号鶉久保上峯下線）

矢川駅南口駅前広場（交通広場※）等の
都市計画案について

（国立都市計画道路７・４・１号鶉久保上峯下線）

※一般的には通称名の「駅前広場」が広く知られておりますが、都市計画上の用語は「交通広場」で
あるため、「交通広場」の用語を統一して使用します。

国立市



まず、矢川駅周辺の課題を説明いたします。
矢川通りでは、乗車待ちのバスが停車することで、交通渋滞が生じています。
北口の交通広場では、自家用車等が流入し、バス移動の妨げになる場合があり
ます。
次に、矢川駅の南口周辺の現状です。
矢川駅の南側には交通広場がありません。
朝夕の混雑時には、矢川通り西側歩道に歩行者等が集中し、円滑な歩行者移動
の妨げになっています。
さらに、矢川駅南側の周辺道路は、幅員が狭いため、災害時などの避難・緊急
活動において支障が出ることが懸念されます。
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矢川駅周辺の課題



次に、矢川駅の周辺地域のまちづくりについて、説明いたします。
国立市では、国立市都市計画マスタープラン及び南部地域整備基本計画を基に
「南武線沿線まちづくり方針」を定めています。
これらを踏まえ、令和５年度には交通広場を矢川通りに隣接させること、など
を示した矢川駅周辺基盤整備計画を策定し、今年度には、取付道路及び交通広
場の都市計画素案を示しました。
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交通広場は矢川通りに
隣接して配置

都市計画
事業で

整備実施

交通広場の整備

駅周辺への
取付道路の整備

人が集い憩える
ゆとりある
駅前空間

矢川駅周辺地域のまちづくり



次に、交通広場及び取付道路の整備概要について説明いたします。
南北の交通広場の役割は、北口・南口の二つの広場で交通空間を創出し、機能
を適切に分担する交通広場としています。
まず、北口交通広場については、新たな用地取得は行わず、バス・コミュニ
ティワゴン乗降場の再整備、歩行者環境の改善を図る改修とします。
矢川駅南口では、矢川駅周辺で不足する交通機能を補完するため、用地を新た
に取得し、タクシーや送迎用自家用車の乗降場などを配置した交通広場を整備
します。

96

配置の考え方



赤に着色した部分が、国立７・４・１号線の都市計画案です。
国立７・４・１号線の延⾧は約240ｍ、車線の数は片側１車線ずつの２車線、幅
員は16ｍであり、約3,100㎡の交通広場を含みます。
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都市計画案について



こちらは、国立７・４・１号線の標準横断図です。
車道は6ｍ、歩道は3.5ｍ、自転車通行帯は1.5ｍの幅員で、歩行者と自転車利用
者を分離する構造とします。
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国立７・４・１の標準横断図



国立市の道路計画の今後の都市計画の手続について、説明いたします。
都市計画案は、現在、市役所においてご覧いただけます。
また、ご意見のある方は、都市計画案に対する意見書を提出することができま
す。
その後、都市計画審議会において審議を行い、その議決を経て、都市計画決定
が行われます。
都市計画が決定したのち、用地測量等説明会を行い、都市計画事業として事業
認可を取得します。
その後、用地補償説明会、工事説明会を行い、工事に着手します。
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今後の手続の流れ（国立７・４・１号線）

住民及び利害関係人等の意見書

都市計画素案の説明会

都市計画案の作成

工事着手

都市計画事業認可
用地測量等説明会

用地補償説明会
工事説明会

都市計画審議会

都市計画決定

都市計画案の説明会



続きまして、立川市が手続を進めていく、連続立体交差化計画に関連する西国
立駅交通広場計画の都市計画案について、説明いたします。
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西国立駅交通広場計画の
都市計画案について

（立川都市計画道路 ７・４・５号西国立駅線）

西国立駅交通広場計画の
都市計画案について

（立川都市計画道路 ７・４・５号西国立駅線）

※一般的には通称名の「駅前広場」が広く知られておりますが、都市計画上の用語は「交通広場」で
あるため、「交通広場」の用語を統一して使用します。

立川市



立川市では、これまで旧庁舎周辺地域グランドデザインや立川市都市計画マス
タープラン、西国立駅西地区地区計画の整備方針に沿って、西国立駅周辺地域
のまちづくりを進めてまいりました。
また、令和４年３月にはJR南武線の鉄道立体化の動向をまちづくりの契機と捉
え、今後のまちづくりの方向性を示し、地域の方々と行政、関係機関等が「ま
ちの将来像」を共有することを目的に「西国立駅周辺地域まちづくり構想」を
策定しております。
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西国立駅

駅前広場

西国立駅周辺地域のまちづくり



これまでの西国立駅周辺のまちづくりの検討の中では、駅前に交通広場がない
ため公共交通機関への乗り換えに安全性・利便性を欠くことや、駅周辺の歩道
が狭く、歩行者空間が不足しているなどの課題が挙げられています。
これらの課題を解決し、西国立駅における交通結節点機能を強化するとともに、
生活中心地としての形成を図るため、JR南武線の連続立体交差化計画にあわせ
て交通広場の整備を計画しております。
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〇歩道が狭い
〇歩道が整備されていない区間が多い

西国立駅周辺の課題
■駅周辺の安全な歩行者空間の不足■ 駅前に交通広場がない

〇公共交通機関への乗り換えに
安全性・利便性を欠く



こちらは、立川７・４・５号線の都市計画案です。
約4,000ｍ２の交通広場および立川３・５・６号線へ接続する約190ｍの取付道
路を計画しております。
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都市計画案について
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立川市の道路計画の今後の都市計画の手続について、説明いたします。

都市計画案は、現在、市役所においてご覧いただけます。
また、ご意見のある方は、都市計画案に対する意見書を提出することができま
す。
その後、都市計画審議会において審議を行い、その議決を経て、都市計画決定
が行われます。
都市計画が決定したのち、用地測量等説明会を行い、都市計画事業として事業
認可を取得します。
その後、用地補償説明会、工事説明会を行い、工事に着手します。

今後の手続の流れ

住民及び利害関係人等の意見書

都市計画素案の説明会

都市計画案の作成

工事着手

都市計画事業認可
用地測量等説明会

用地補償説明会
工事説明会

都市計画審議会

都市計画決定

都市計画案の説明会

（立７・４・５号線）



最後に、西国立駅西地区地区計画の変更について説明いたします。
青色で示した範囲について、立川７・４・５号線の計画に基づき、区域界定義
を変更します。
赤色で示した範囲について、立川７・４・５号線の追加により「西国立駅前地
区A」の範囲を拡大します。
緑色で示した範囲について、連続立体交差化計画に伴い、「西国立駅前地区B」
の範囲を変更します。

地区計画区域

地区整備計画区域

公共公益施設地区

医療施設地区A

医療施設地区B

西国立駅前地区A

西国立駅前地区B

立川通り沿道地区

凡例

公共公益
施設地区 医療施設

地区A

医療施設
地区B

西国立駅前
地区A

西国立駅前
地区B

見
通
し
線

見
通
し
線

都
市
計
画
道
路
中
心

見
通
し
線

見
通
し
線

敷
地
境
界

敷
地
境
界

見通し線 道路境界

道路中心

見
通
し
線

見
通
し
線

地
区
施
設
境
界

見
通
し
線

立川通り
沿道地区

区域の追加

区域の変更

区域界定義の変更

西国立駅西地区地区計画の変更について



西国立駅西地区地区計画の変更について

区画道路4号

区画道路3号

区画道路2号

環境緑地1号 (2.Oｍ)

環境緑地2号 (4.Oｍ)

貫通通路

区画道路

街区幹線道路

凡例

地区計画区域

地区整備計画区域

歩道状空地 (2.Oｍ)

緑道 (3.Oｍ)

街区幹線道路の削減

区画道路1号の削除

なお、立川７・４・５号線と重複する区画街路1号及び街区幹線道路の一部につ
いては削除しますが、
「地区施設の配置及び規模」、「建築物等に関する事項」についての変更はご
ざいません。
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立川市の地区計画の今後の都市計画の手続について、説明いたします。

本日、ご説明しました地区計画の原案は、現在、市役所にて、ご覧いただけま
す。
また、都市計画の原案に対し、区域内の土地所有者や土地の利害関係者は意見
書を、令和７年10月7日から10月28日まで、提出することができます。
その後、連続立体交差化計画に関連する都市計画とあわせて、立川市都市計画
審議会へ諮問し、答申をいただいた後に都市計画決定を予定しています。

以上で、立川市の説明を終わります。

今後の手続の流れ

利害関係人等の意見書

都市計画案の作成

都市計画審議会

都市計画決定

都市計画原案の説明会

住民及び利害関係人等の意見書

※西国立駅西地区地区計画の変更のみ

（西国立駅西地区地区計画）
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最後に、都市計画案及び環境影響評価書案の縦覧と意見書の提出について、説
明いたします。

都市計画案及び
環境影響評価書案の
縦覧と意見書の提出について



連続立体交差化計画と立川３・４・８号線の
都市計画案の縦覧は、スライドに示す通り、令和７年10月7日から10月21日まで、
東京都庁、国立市役所、立川市役所にてご覧いただけるほか、
東京都都市整備局のホームページにも掲載しております。
また、意見書は令和７年10月21日まで、東京都都市整備局に提出することがで
きます。
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（１）国立都市計画都市高速鉄道東日本旅客鉃道南武線
（２）立川都市計画都市高速鉄道東日本旅客鉃道南武線
（３）立川都市計画道路３・４・８号立川駅国立線

都
市

計
画
案

名
称

（２）～（３）
令和７年10月７日(火)
～令和７年10月21日(火)

8:30～17:00
（土曜日、日曜日、祝日を除く）

（１）
令和７年10月７日(火)
～令和７年10月21日(火)

8:30～17:00
（土曜日、日曜日、祝日を除く）

（１）～（３）
令和７年10月７日(火)
～令和７年10月21日(火)

9:00～12:00、
13:00～17:00

（土曜日、日曜日、祝日を除く）

縦
覧
期
間

及
び
時
間

（２）～（３）
立川市 都市整備部
都市計画課
（立川市役所2階73番窓口)

（１）
国立市 都市整備部
都市計画課
（国立市役所3階50番窓口）

（１）～（３）
東京都 都市整備局
都市づくり政策部
都市計画課
（都庁第二本庁舎12階北側）

縦
覧
場
所

■提出期限
令和７年10月21日(火)

持参（17時00分）
郵送（消印有効）
提出ﾌｫｰﾑ

〒163-8001
新宿区西新宿2-8-1
都庁第二本庁舎12階北側
(TEL)03-5388-3225

■提出先
東京都 都市整備局
都市づくり政策部
都市計画課

意
見
書
の
提
出
先

及
び
提
出
期
限

都市計画案の縦覧・意見書

（１）～（３）の都市計画案の意見書提出フォームは、以下の都市整備局のホームページからアクセスください。
https://www.toshiseibi.metro.tokyo.lg.jp/basic/singikai/aramashi/jouhou_ichiran



・立川都市計画道路区画街路
都市高速鉄道東日本旅客鉃道南武
線付属街路第１号線～第３号線
・立川都市計画道路７・４・５号
西国立駅線
・立川都市計画道路３・５・６号
国立昭島線

・国立都市計画道路区画街路
都市高速鉄道東日本旅客鉃道南武
線付属街路第１号線～第５号線

・国立都市計画道路７・４・１号
鶉久保上峯下線

都
市

計
画
案

名
称

令和７年10月７日(火)
～令和７年10月21日(火)
8:30～17:00（土曜日、日曜日、祝日を除く）

令和７年10月７日(火)
～令和７年10月21日(火)
8:30～17:00（土曜日、日曜日、祝日を除く）

縦
覧
期
間

及
び
時
間

立川市 都市整備部
都市計画課（立川市役所2階73番窓口）
〒190-8666
東京都立川市泉町1156-9
(TEL)042-523-2111（内線2366）
■提出期限
令和７年10月21日(火)

持参（17時00分）、郵送（消印有効）
ﾒｰﾙ（toshikeikaku@city.tachikawa.lg.jp）

国立市 都市整備部
都市計画課（国立市役所3階50番窓口）
〒186-8501 
東京都国立市富士見台2-47-1
(TEL)042-576-2111（内線361）
■提出期限
令和７年10月21日(火)

持参（17時00分）、郵送（消印有効）
ﾒｰﾙ（sec_toshikei@city.kunitachi.lg.jp）

縦
覧

場
所

意
見
書
の
提
出
先

及
び
提
出
期
限

都市計画案の縦覧・意見書

鉄道付属街路などの関連する道路計画と交通広場計画の
都市計画案の縦覧及び意見書の提出については、スライドに示す通りです。
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・立川都市計画地区計画西国立駅西地区地区計画（原案）
都
市

計
画
案

名
称

●縦覧期間
令和７年10月７日(火)
～令和７年10月21日(火)
8:30～17:00（土曜日、日曜日、祝日を除く）
●意見書受付期間 ※区域内土地所有者や土地の利害関係者のみ提出可
令和７年10月７日(火)
～令和７年10月28日(火)
8:30～17:00（土曜日、日曜日、祝日を除く）

縦
覧
期
間

及
び
時
間

立川市 都市整備部 都市計画課（立川市役所2階73番窓口）
〒190-8666
東京都立川市泉町1156-9
(TEL)042-523-2111（内線2366）
■提出期限
令和７年10月28日(火)

持参（17時00分）、郵送（消印有効）、ﾒｰﾙ（toshikeikaku@city.tachikawa.lg.jp）

縦
覧

場
所
意
見
書
の
提
出
先

及
び
提
出
期
限

都市計画案の縦覧・意見書

立川都市計画地区計画西国立駅西地区地区計画（原案）の
都市計画案の縦覧及び意見書の提出については、スライドに示す通りです。
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また、連続立体交差事業の環境影響評価書案の縦覧及び意見書の提出について
は、スライドに示す通りです。

環境影響評価書案の縦覧・意見書
・東日本旅客鉃道南武線（谷保駅～立川駅間）連続立体交差事業事

業
名
称

令和７年10月７日(火)
～令和７年11月５日(水)
9:30～16:30
（土曜日、日曜日、祝日を除く）

令和７年10月７日(火)
～令和７年11月５日(水)
9:30～16:30
（土曜日、日曜日、祝日を除く）

縦
覧
期
間

及
び
時
間

・国立市 生活環境部 環境政策課
（国立市役所1階16番窓口）
・立川市 環境資源循環部 環境政策課
（立川市役所2階79番窓口）

・東京都 環境局 総務部 環境政策課
（都庁第二本庁舎19階南側）
・東京都 多摩環境事務所 管理課
（東京都立川合同庁舎3階）

縦
覧
場
所

■提出期限
令和７年11月20日(木)

持参（17時00分）
郵送（消印有効）
提出ﾌｫｰﾑ

新宿区西新宿2-8-1
都庁第二本庁舎19階南側
（TEL）03-5388-3406

■提出先
東京都 環境局
総務部 環境政策課

意
見
書
の
提
出
先

及
び
提
出
期
限

環境影響評価書案の意見書の提出フォームは、以下の東京都環境局のホームページからアクセスください。
https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/assessment/reading_guide/index.html
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これまで説明した各事業のお問い合わせ先はこちらになります。各事業におい
て、ご不明な点等がありましたら、それぞれの担当へお問い合わせください。

お問合せ先
担当事業
東京都 都市整備局 都市基盤部 交通企画課
ＴＥＬ ０３－５３８８－３２８４
東京都 建設局 道路建設部 計画課
ＴＥＬ ０３－５３２０－５３２１
東日本旅客鉃道株式会社
東京建設ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｵﾌｨｽ
計画構想ﾕﾆｯﾄ 計画推進 立体交差計画Ⅱ
ＴＥＬ ０３－３４９３－１８３３

JR南武線
連続立体交差化計画

国立市 都市整備部 都市計画課
ＴＥＬ ０４２－５７６－２１１１

内線（３６１）

鉄道付属街路
（国鉄南付１～５号線）

立川市 都市整備部 都市計画課
ＴＥＬ ０４２－５２３－２１１１

内線（２３６６）

鉄道付属街路
（立鉄南付１～３号線）
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お問合せ先
担当事業
東京都 都市整備局 都市基盤部 街路計画課
ＴＥＬ ０３－５３８８－３２９３

立３・４・８号線

国立市 都市整備部 都市計画課
ＴＥＬ ０４２－５７６－２１１１ 内線（３６１）

国立７・４・１号線
（交通広場）

立川市 都市整備部 都市計画課
ＴＥＬ ０４２－５２３－２１１１

内線（２３６６）

立３・５・６号線及び
立７・４・５号線
（交通広場）

国立市 都市整備部 南部地域まちづくり課
ＴＥＬ ０４２－５７６－２１１１ 内線（３７２）

矢川駅周辺のまちづくり

立川市 産業まちづくり部 まちづくり推進課
ＴＥＬ ０４２－５２３－２１１１内線（２７３２）

西国立駅周辺のまちづくり
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以上で、本日の説明を終了いたします。

今後、東京都、国立市、立川市、東日本旅客鉄道株式会社は、早期事業化に向
け手続を進めてまいりたいと考えておりますので、皆さまのご理解とご協力を
いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。

皆さまのご理解とご協力を
お願い申し上げます

東 京 都
国 立 市
立 川 市
東 日 本 旅 客 鉃 道 株 式 会 社


